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1．背景と目的 

 湯の湖は三ツ岳の火山活動により形成され、湖面積は 353,343m2、最大水深 14.5mの堰止

湖である。サケ科魚類の放流は大正 5 年（1916 年）のヒメマス放流が最も古い記録として

残されており、以来マス釣りの場として多くの釣り人に親しまれている。現在、5月から 9

月までが解禁期間とされており、釣魚の対象は主にヒメマス、ニジマス、ホンマス、カワ

マスである。この調査研究では、遊魚の場としての湯の湖の利用実態を把握し、それによ

り内水面における遊魚資源管理技術の開発に資することを目的とする。 

 

2．調査方法 

 解禁期間中の釣魚者へのアンケート調査（図１）により、湯の湖の釣魚実態を調査した。

釣魚者には日時、釣魚時間、場所、魚種、釣獲尾数、体長、釣り方の情報を提供してもら

い解析した。あわせて、釣魚者に満足度を 4段階で自己評価（満足、ほぼ満足、やや不満、

不満）してもらい、釣魚者の意識についても検討した。 

 

図 1．釣魚者に配布したアンケート 

 



3．調査結果 

3-1．湯の湖の利用状況 

 2009 年度の釣魚者は 7,704 人であり、昨年度（7,432 人）をやや上回った。アンケート

の回答率は平均 23％であった（図 2）。回答者 1656 人の内訳は岸釣り 871 人、船釣り 769

人、その両方 16人であった。 

 湯の湖水面上に 14 の試験区域を設定し（図 3）、区域ごとの利用者数を比較したものが

図 4である。区域 2（約 600人）が最も利用者が多く、ついで区域 10（300人）の利用者が

多いが、この傾向は昨年度と同様であった。岸釣りではアクセスや足場のよい区域 2 と区

域 10 の利用率が高かったが、船釣りでは船着場に近い区域 2 の利用率が高かった以外は、

とくに利用率に偏りは見られなかった（図 5）。 

 

 

 

図 2.釣魚者数とアンケートの回答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図 3.湯の湖水面上に設定した試験区 

 

 

図 4.区域ごとの利用者数 

 



図 5.岸釣り/船釣りにおける区域別利用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-2.釣獲実態調査 

 2009年度の釣獲率（一人一時間あたりの釣獲尾数）を図 6に示す。シーズン全体では釣

獲率 1以下の人の割合が 68％を占めており、その傾向には月毎の差はなかった。釣獲率は

平均で約 0.9であった。 

 魚種別ではニジマスの釣獲が最も多かった。ヒメマスは解禁後の 5月は一人一日 2尾以

上の釣獲であったが、以後低下し、代わりにニジマスの釣獲が増加し、9月には 5尾以上と

なった（図 7）。 

 釣り方では岸釣りではルアー釣り、船釣りではエサ釣りが最も多く、それぞれ 50％およ

び 53％であった。釣獲率を比較すると、岸釣り・船釣りともルアーでの釣獲率が期間を通

して低く、エサ釣りは岸釣りよりも船釣りの方が釣獲率は上回っていた（図 8）。 

 

 

図 6.解禁期間中の釣獲率 

 



図 7.魚種別一人一日あたりの釣獲数 

 

 

 

 

図 8.岸釣り・船釣りにおける釣り方 

 

 

 



図 9.釣り方ごとの釣獲率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-3.釣魚者の意識調査 

 アンケート調査による釣魚者の満足度としては満足・ほぼ満足と回答した人が 55％であ

った。月別に比較してもおおむね 50％程度であった（図 10）。 

 満足・ほぼ満足と回答した人と、不満・やや不満と回答した人の釣獲率および釣獲尾数

を比較したものが図 11である。これによると、釣獲率 1以上・一日 7尾以上で満足と感じ、

釣獲率 0.5以下・一日 4尾以下では釣魚者は不満に感じていると考えられる。 

 

 

 

図 10. 2009 年度の入漁者の満足度 

 

 

 

 



図 11.満足度と釣獲率・釣獲尾数の関係 

 

 

 

 

 

4.考察 

 本年度はアンケート調査を中心に釣魚実態を検討した。例年どおり 4 月、7 月および 10

月に釣獲調査も実施したが、十分な尾数が確保できず、解析には使用しなかった。また、

水環境調査として水温・溶存酸素量もモニターしているが、昨年度と同傾向であり、大き

な湖水環境の変化は起こっていないものと考えられる。 

 湖水面の利用度は区域 2と区域 10が高いが、これにはバス停・駐車場に近い、足場が良

い、などの条件が影響していると思われ、こうした条件は遊魚環境整備の際に考慮すべき

と考えられる。また、本年、釣魚者の満足度と釣獲率・釣獲尾数の関係についても考察し

たが、今後継続して調査を行い、信頼度を高めていけば、遊魚管理における一つの指針に

なることが期待される。 

 

5.付記 

本報告書は平成 20 年度湯の湖・湯川調査研究推進会議における研究報告に基づき作成した。 


